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「道の駅瀬戸しなの」食品表示啓発研修会の開催

尾張農林水産事務所

尾張農林水産事務所農政課では、食品表示の適正化を推進するため、食品関連事業者

を対象とした食品表示啓発研修会（以下「研修会」）を毎年実施しています。 

2021 年 11 月５日に、開催依頼のあった瀬戸市内の直売施設「道の駅瀬戸しなの」の

出荷者を対象とした研修会を行い、36 名の方に参加していただきました。 

１ 研修会 

  今回の研修会では、「加工食品の表示方法」、改正のあった「玄米及び精米に関する

表示事項」、米や米加工品の流通に関する「米トレーサビリティ法」の３つの内容につ

いて説明しました。 

「加工食品の表示方法」については、実際に、「道の駅瀬戸しなの」で販売されてい

る加工食品の食品表示を確認し、例を示しながら、食品表示を作成する際のポイント

を紹介しました。また、2017 年７月に改正された原料原産地の表示制度の経過措置期

間が 2022 年３月までになることから、原料原産地の表示方法を中心に説明し、参加者

は、熱心に資料を見ながら説明に耳を傾けていました。 

2020 年３月と 2021 年７月に改正のあった「玄米及び精米に関する表示事項」では、

農産物検査法による証明を受けていない場合においても、根拠資料の保管を要件とし

て、品種、産地及び産年を表示できるようになった点や、「精米年月日」から「精米時

期」の表示になったことなど、改正点を中心に説明しました。 

また、「米トレーサビリティ法」の概要、対象となる品目、誰が遵守する必要がある

か、等を説明し、「米トレーサビリティ法」の啓発も行いました。 

２ 参加者の声 

   参加者からは、「製造している商品は米ト

レーサビリティ法の対象となるか。」、「精

米年月日に加えて精米時期を表示するの

か。」など多くの質問が寄せられました。

「道の駅瀬戸しなの」の代表の方からは、

「改正があった際に素早く対応できるよ

う、毎年食品表示についての研修会を開催

したい。」との要望がありました。 

   農政課では、今後も研修会や食品表示遵

守状況調査を通じて、食品表示法及び米ト

レーサビリティ法に基づく表示の適正化の

啓発を行っていきます。 

研修会の様子 
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農産物の生産や加工を契機に地域活性化 

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

地域の食材を活用した加工食品の開発や農業生産と食品加工の一貫体制を契機とした地

域活性化についての講演を聞く機会がありましたので、その内容を紹介します。

１ ご当地レトルトカレーで地域を盛り上げる 

一般社団法人ご当地レトルトカレー

協会の代表理事である猪俣早苗氏によ

ると、ご当地レトルトカレー（以下、ご

当地カレー）とは、原材料に肉や海産物、

野菜といった地域の食材を使用するこ

とで地域の食文化を伝えるものです。 

商品の入れ替わりの激しいレトルトカレー市場において、ご当地カレーは大量生産と

は違う魅力があることから「らしさ」が重視されます。「おいしい」はもとより、作り手

の伝えたいことや地域の魅力をまっすぐ伝えられているかが重要です。地域を知っても

らうため、地域について伝えるストーリーに多くを入れたくなりますが、多すぎると言

いたいことが分からなくなります。そのため、消費側の視点を意識し、時には作り手の

伝えたいことを絞る必要があります。 

このように、ご当地カレーは地域からのメッセージを伝える役割を持ち、コミュニケー

ションツールとなりえるだけでなく、カレーを作ったことで雇用創出につながった例も

あります。 

また、ご当地カレーは、地域で生産された、品質や安全安心に自信を持つ食材を使用

し、規格外品も利用することができます。加えて、カレーに加工することにより常温保

存が可能となり、マーケットが広がる利点もあります。ご当地カレーの食材として利用

することで、これまで知られていなかった農産物に焦点が当たるようになり、北海道猿

払村のほたて、茨城県の豚肉である常陸の輝き等、ご当地カレーがきっかけとなり、お

取り寄せや旅行、ふるさと納税につながった例が多くあります。 

２ 冷凍野菜の国産化をすすめ、地域全体の活性化を目指す 

茨城県つくば市に本社のある有限会社ワールドファームは 2000 年設立の農地所有適

格法人で、農業生産と食品加工を行っています。目指す姿は、地域が一体化し、農業の

振興だけでなく、地域経済の活性化や雇用の創出、循環型社会の実現です。 

（１）農業生産と食品加工の一貫体制の強みを生かす 

 同社は、つくば市、熊本県大津町、鳥取県倉吉市を主要拠点としており、野菜加工

工場を中心とした半径 10～15km 圏内に農地を確保し、栽培から加工、販売まで一貫体

各地のご当地レトルトカレー 
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制をとっています。 

農業生産を主、食品加工を従とし、加工は農業の効率を上げるためのツールと位置

づけ、一貫体制の強みを生かしてコスト削減を行っています。加工用の利点を生かし

て農薬散布の回数を少なくして農薬費を削減するとともに、一般市場流通品としては

規格外となる大きなサイズで収穫することで単位面積あたりの収量を多くし、結果的

に栽培面積を少なくすることで生産に要する労力を減らしています。また、天候に合

わせて同じ人が農業と加工に従事して人件費の無駄を省くほか、収穫物の運搬はコン

テナを使用して梱包費を削減しています。加工工場への持ち込みを軽トラ等で行い、

農産物よりも単価の高い加工品として出荷することで、売上に対する運送費の割合を

下げています。さらに、傷みや割れなど一般市場流通では廃棄されるものの活用や冷

蔵庫を利用した出荷量の調整、農作業の内容により集団で作業することで効率化を

図っています。 

（２）儲かる農業による担い手育成を含むアグリビジネスユートピア構想 

 こうした体制によって週休２日制で１人当たりの年間労働時間を 2,080 時間とし、

そのうち 520 時間は先端技術の導入や勉強等、農場と工場での労働以外にあてていま

す。同社では、社員が７～８年間研修を重ねながら年収 500 万円を達成した後は年収

1,000 万円以上を目指した独立就農を奨励しており、独立に際しては、農地の斡旋や

農業機械のシェアリング、作業支援、販路紹介等の支援を行っています。 

   冷凍野菜の輸入量約 103 万 t のうち約 50 万ｔを国産化することで耕作放棄地の解

消や食料自給率の向上、雇用創出等の課題解決につながると考えており、農業や食品

関連産業だけでなく、観光、福祉等の地域全体を巻き込んだアグリビジネスユートピ

ア構想を推進するとしています。 

アグリビジネスユートピア構想 (有限会社ワールドファーム HP から) 
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2020 年の県内卸売市場における青果物・花きの流通動向 

食育消費流通課

１ 名古屋市中央卸売市場及び県内地方卸売市場の青果物について 

（１）2020 年の野菜及び果実取扱数量 

野菜については、名古屋市中央卸売市場の取扱数量は 41 万９千ｔ（2015 年比

104.6％）で、５年前と比べて１万９千ｔ増加しました（表１）。このうち、県内産野

菜は７万ｔでした。一方、県内地方卸売市場の取扱数量は 10 万７千ｔ（同 82.9％）で、

５年前と比べて２万２千ｔ減少しました。このうち、県内産野菜は４万１千ｔでした。 

果実については、名古屋市中央卸売市場の取扱数量は９万４千ｔ（同 85.9％）で、

５年前と比べて１万５千ｔ減少しました。このうち、県内産果実は１万ｔでした。一方、

県内地方卸売市場の取扱数量は３万８千ｔ（同 77.1％）で、５年前と比べて１万１千

ｔ減少しました。このうち、県内産果実は１万４千ｔでした。 

（２）青果物の取扱数量における動向 

   県内地方卸売市場では、名古屋市中央卸売市場と比べ、野菜、果実ともに取扱数量

の減少率が大きくなっています。その主な要因として、小規模農家の減少や、個人農

家の販売チャンネルが多様化していることにより、地方卸売市場への出荷量が減少し

ていることが挙げられます。 

［単位：万ｔ］

全体 県内産 県産ｼｪｱ 全体 県内産 県産ｼｪｱ
野菜 41.9 7.0 16.7% 40.0 7.5 18.8%
果実 9.4 1.0 10.6% 10.9 1.2 11.0%
野菜 10.7 4.1 38.3% 12.9 5.4 41.9%
果実 3.8 1.4 36.8% 4.9 1.8 36.7%

2020年 2015年

名古屋市
中央

県内地方

２ 県内地方卸売市場の花きについて 

（１）2020年の切り花及び鉢物取扱数量 

切り花の取扱数量は１億９千９百万本（同84.4％）で、５年前と比べて３千７百万本減

少しました（表２）。このうち、県内産切り花は７千４百万本でした。 

鉢物（花壇用苗物等含む）の取扱数量は５千７百万鉢（同84.7％）で、５年前と比べて

１千１百万鉢減少しました。このうち、県内産鉢物は２千２百万鉢でした。 

   ※名古屋市中央卸売市場は花きの取り扱いがない 

（２）花きの取扱数量における動向 

切り花、鉢物ともに、市場全体及び県内産の取扱数量は減少傾向にあります。 

また、主要品目では、減少傾向にある品目が多い一方で、切り花のスプレーギク、

鉢物の観葉植物の取扱数量は比較的安定しています。 

［単位：千万本、千万鉢］

全体 県内産 県産ｼｪｱ 全体 県内産 県産ｼｪｱ
切り花 19.9 7.4 37.2% 23.6 10.0 42.4%
鉢物 5.7 2.2 38.6% 6.8 2.9 42.6%

2020年 2015年

県内地方

表１ 県内の中央卸売市場および地方卸売市場における青果物の取扱数量 

(注)表は小数点以下第２位を四捨五入しています。 

(注)表は小数点以下第２位を四捨五入しています。 

表２ 県内の地方卸売市場における花きの取扱数量 
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「あいち花マルシェ 2021」を開催しました！ 

園芸農産課

本県は、58 年連続で花き生産日本一を誇る「花の王国」です。県民参加型の「花と緑の

イベント」を毎年開催し、「花の王国あいち」のＰＲに取り組んでいます。 

本年度は、県民の皆様が本県の素晴らしい花を見て、触れて、直接購入できる「あいち

花マルシェ 2021」を名古屋市栄エリア一帯で開催し、あいちの花の魅力を広くＰＲしまし

た。 

１ 開催概要 

 (1) 期 日

    2021 年 11 月 20 日（土）から 23 日（火・祝）まで 

(2) 場 所 

名古屋市 栄エリア一帯 

     オアシス２１、久屋大通庭園フラリエ、ヒサヤオオドオリパーク 

(3) 主 催 

あいち花マルシェ 2021 実行委員会 

(愛知県、名古屋市、中日新聞社、ＪＡグループ愛知、愛知県花き温室園芸組合連

合会、名古屋生花小売商業協同組合、（一社）ＪＦＴＤ) 

２ あいち花マルシェ 2021 の結果

 (1) 来場者数 

    約 36,500 人 

(2) 花マルシェ（あいちの花の販売）売上 

    約 400 万円 

(3) 結果の概要 

    新型コロナウイルス感染症の県内感染状況が落着きをみせる中、感染防止対策を講

じて開催しました。３会場それぞれに多くの方が来場され、花マルシェでは、「あいち

の花」を購入していただきました。また、「あいちの花」3,000 本で彩った花馬車がファ

ンタジーの世界を演出し、フォトスポットとして賑わいました。 

    来場者からは、「フォトスポットが多く、家族で楽しめた。」「たくさんの素敵な花

が販売されていて驚いた。」という声が聞かれました。 

３ 内 容

(1) 花マルシェ 

「オアシス２１」で、県内の生産者団体とお花屋さんがコラボした「花の王国あい

ち」のお花屋さんや県内小売店が季節の「あいちの花」の切花や鉢花などを販売しま

した。 

日本全国４５の地方新聞社が厳選した逸品を集めたお取り寄せサイト「４７ＣＬＵ

Ｂ」内のあいちの花を購入できる専用ページ「花マルあいちセレクトショップ」であ

いちの花を１月末までオンライン販売しています。
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(2) あいちフラワーコンテスト 

   久屋大通庭園フラリエで開催した「あいちフラワーコンテスト」に県内の花き生産者

から切花・鉢物 280 点が出品されました。審査の後、イベント期間中に一堂に展示し、

展示終了後に販売しました。 

オアシス２１：「花の王国あいち」のお花屋さん 

オンラインマルシェ：「花マルあいちセレクトショップ」のページ 

特設 Web サイトから 

コンテスト展示（左：切花、右：鉢物） 

6



(3) 花のディスプレイ 

  「あいちの花」で彩った花馬車、生産者団体のディスプレイ展示、キャンプをテーマ

としたガーデニング展示を行いました。 

(4) ステージイベント

    プロが魅せるフラワーデザイン、名古屋モード学園の学生によるファッション

ショーなどで会場を盛り上げました。 

(5) その他 

県民参加型イベントとして、花の体験教室やスタンプラリーも行いました。また、コ

ロナウィルスワクチン接種済証を呈示された方に花の種ををプレゼントしました。 

左：＜オアシス２１＞花馬車、中：＜久屋大通庭園フラリエ＞愛知県花き連花きＰＲ部会 

右：＜ヒサヤオオドオリパーク＞秋の花キャン！

フラワーデザインデモンストレーション フラワーファッションショー 

体験教室 ワクチン接種済証呈示 

7



「フローラル・イノベーション 2021」が開催されました 

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

2021 年 11 月 24 日（水）から 26 日（金）にかけて「フローラル・イノベーション 2021」

（主催：一般社団法人日本能率協会）が東京ビッグサイト青海展示棟（東京都江東区）で

開催されましたので、概要を紹介します。 

１ フローラル・イノベーションと出展物 

  「フローラル・イノベーション」は、新たな付

加価値を創出し、花の消費を拡大するために開催

された専門展示会で、企業や協議会が６つの展示

を行っていました。展示ブースでは、（株）日比

谷花壇が独自のサブスクリプション方式の花の

宅配サービス「ハナノヒ 365days」や花の自動販

売機の紹介をしていた他、インパック（株）が

SDGｓに配慮して原料の一部に植物由来の原料を

配合したバイオマススリーブ（切花袋）などを展

示していました。また、フラワー需給マッチング

協議会は、実需者の使用実態に合った切花の新規

格である「スマート規格」を紹介していました。

規格の例として、加工時の茎葉ゴミの処理コスト

や輸送コスト低減等に効果のある、通常の長さよ

り短いスプレー菊などが展示されていました。  

２ 講演会 

  （株）大田花き宍戸氏から、市場目線からのコ

ロナ禍を転機とした最近の花のトレンドについて説明がありました。葬儀やブライダル

などの業務需要が縮小し家庭需要が伸びていること、サブスク向けやエシカル消費向け

などで求められる新しい規格に、生産出荷する側が対応できていないこと、インスタグ

ラムを中心に SNS を起点とした消費が多いことなどが紹介されました。 

また、三和陸運（株）井上氏からは、年間の時間外労働時間の規制による「物流の 2024

年問題」に係る改善策として、花き運送業界が一丸となって物流のハブアンドスポーク

化に取り組み、コスト削減やドライバー不足の解消に努めていく必要があることが提言

されました。 

展示や講演会を通して、加工時の茎葉ゴミの処理コストの問題や、花のサブスクをは

じめとした家庭需要の拡大等で切花に求められる規格や種類が大きく変わってきている

ことを実感しました。本県においても輪菊の短茎多収栽培技術の開発を行っていますが、

実需者のニーズをしっかりと把握し、新しい需要に対応していく必要性を強く感じまし

た。 

花の自動販売機で販売される商品 

スマート規格（70cm）のスプレー菊 

8

フラワーページ



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を
表す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

前年並 ：±１％台以下
わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：こまつな）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

３年実績※ ３,３４８ ３３７ ３００ ２７１ 茨城（４８％）
(１０％) 岐阜（２７％）

静岡（１０％）
４年見通し ３,０１０ － ３００ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

12月後半に入り、冷え込みが強くなった 愛知は高齢化により入荷量が減少傾向にあ
ことで生育が鈍り、低温が続く２月前半頃 るが、これからも地元産を安定供給していく
までは落ち着いた入荷となる見込み。品質 ため、作付面積と出荷量の維持を引き続きお
面では、霜や雪により葉焼け症状が出るこ 願いしたい。
とが懸念される。

２月後半からは気温の上昇に合わせて入
荷量が増加する予想。 ※令和３年12月の実績が出ていないため、令

入荷量は前年をかなり下回り、価格は前 和２年12月～令和３年11月の数値を令和３年
年並となる見込み。 実績として標記しています。

○ 東京都中央卸売市場（品目：セルリー）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

３年実績※ ８，１４９ ５４７ ２４８ １９３ 長野（３９％）
（７％） 静岡（２８％）

福岡（ ９％）
４年見通し ７，９００ － ２５５ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

全国的に作付面積は減少傾向で、愛知を 日量格差の少ない安定出荷とともに、提供
含めた秋冬産地の主力である静岡もやや減 いただく出荷情報の精度の向上をお願いした
少している。 い。また、個人間で品質格差がみられるので

秋冬産地では定植時の高温及び長雨の影 是正を期待する。さらに、特売・販促の実施
響で出荷始め時期の出荷量は少なく、一部 が望まれる。
に病害がみられたものの次第に回復してお
り、１月には潤沢となる見込み。潤沢にな
るに伴い価格も軟化する。 ※令和３年12月の実績が出ていないため、令

入荷量は前年をやや下回り、価格は前年 和２年12月～令和３年11月の数値を令和３年
をわずかに上回る見込み。 実績として標記しています。
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名古屋・東京市場における青果物の１月の見通し

※グラフは白抜き箇所が見通しとなります。

１２月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２９年 ３０，８６４ 261 225 218 愛知 25%
３０年 ２８，１５７ 365 271 261 北海道 22%
元年 ２９，７１１ 261 218 215 茨城 12%
２年 ３０，３８６ 254 206 200 熊本 5%
３年 ３２，３１５ 241 218 213 静岡 5%

５ ヵ 年 平 均 ３０，２８７ － － －

４ 年 見 通 し ２９，６００ － － －

２９年 １，７３３ 90 78 82 千葉 29%
３０年 １，４４２ 217 205 142 静岡 24%
元年 １，７０４ 75 61 65 鹿児島 16%
２年 １，７２１ 91 68 61 愛知 14%
３年 １，６３３ 102 85 85 徳島 10%

５ ヵ 年 平 均 １，６４７ 112 96 85

４ 年 見 通 し １，６５０ 90 80 70

２９年 １，８８２ 136 129 130 愛知 91%
３０年 １，５０９ 172 194 172 鹿児島 3%
元年 １，８５３ 109 106 93 長崎 2%
２年 １，９６５ 123 105 79 千葉 2%
３年 ２，１６６ 133 130 102

５ ヵ 年 平 均 １，８７５ 133 130 112

４ 年 見 通 し ２，１００ 130 120 100

だ

い

こ

ん

８０
１８３

６４
６８
８８

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２３５
２９０
２２７
２１６
２２３

９４

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

２３７

２４５
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

８０  入荷量・価格の動き

　愛知、北海道、茨城などが中心となる。
じゃかいも、たまねぎ、トマト類は他産地
の不作の影響で入荷が減少する見込み。葉
物類は概ね生育順調で安定した入荷となる
見通し。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。

１１５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　千葉、静岡、鹿児島などから入荷する。
各産地ともに天候に恵まれ生育順調で、太
物中心の入荷となる見込み。今後暖冬とな
れば厳しい販売となる予想。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

１２３  前年及び本年の

　愛知を中心に入荷する。各産地、前年同
様に生育良好で豊作傾向。２Ｌが多く、販
売に苦戦する予想。中旬以降、安定した入
荷を見込む。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をわずかに下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

に

ん

じ

ん

１３０
１８２
１０１
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１１８

名古屋市中央卸売市場
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注）

12月28日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２９年 １２３，９０７ 276 242 246 茨城 19%
３０年 １０８，２４２ 385 300 297 千葉 17%
元年 １１５，５４８ 264 234 235 北海道 12%
２年 １１９，５１０ 269 221 223 愛知 9%
３年 １１３，５７１ 265 241 244 神奈川 5%

５ ヵ 年 平 均 １１６，１５６ － － －

４ 年 見 通 し １１６，０００ － － －

２９年 １３，１５３ 90 73 81 千葉 44%
３０年 ９，３２５ 222 203 157 神奈川 43%
元年 １０，９７５ 70 64 67 鹿児島 5%
２年 １１，２９０ 88 72 67 徳島 3%
３年 １０，５９７ 103 80 88 青森 1%

５ ヵ 年 平 均 １１，０６８ 110 94 90

４ 年 見 通 し １１，５００ 85 75 80

２９年 ６，７８７ 152 155 155 千葉 84%
３０年 ６，０１２ 140 150 169 埼玉 6%
元年 ７，０４９ 102 114 93 茨城 3%
２年 ６，３７８ 143 131 119 中国 1%
３年 ６，７８８ 142 143 138 鹿児島 1%

５ ヵ 年 平 均 ６，６０３ 135 138 134

４ 年 見 通 し ６，９００ 130 125 120

２４９

９８

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２５２
３２１
２４２
２３４

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

１９３
６７
７５
９０

 入荷量・価格の動き

前年主要産地（％）

２５９

２４０

 前年及び本年の

８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

だ

い

こ

ん

８１

に

ん

じ

ん

１５５
１５４
１０３
１２９
１４１

１３６

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１２５

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。

　茨城、千葉など関東産地からの入荷が中
心となる。前月はだいこんが出荷調整さ
れ、キャベツ等の葉物野菜も潤沢であった
が、その流れは変わらず。果菜類は重油高
騰の影響で、冷え込むと入荷量が減るか。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をやや下回る見込み。

　千葉、神奈川からの入荷が中心となる。
主力の関東産地は前進傾向であったが12月
の冷え込みで生育が緩慢になった。肥大や
品質は良好。不足感のない出回りが見込ま
れる。相場展開により出荷調整となるか。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

　千葉を中心に埼玉などからの入荷とな
る。主力の千葉は生育順調で、肥大も良
好。12月に天候の影響で収穫作業が遅れ気
味であったものの、今後は順調に進むと見
込まれ、出回り量は平年以上か。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をか
なり下回る見込み。

東京都中央卸売市場
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１２月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２９年 ２，４３０ 116 102 92 茨城 62%
３０年 ２，８７５ 188 166 163 愛知 17%
元年 ３，２２２ 57 48 46 兵庫 13%
２年 ２，８５９ 84 60 55 三重 3%
３年 ３，３８３ 55 53 51 宮崎 2%

５ ヵ 年 平 均 ２，９５４ 97 83 79

４ 年 見 通 し ３，１００ 60 60 60

２９年 ３，２２４ 102 99 97 愛知 74%
３０年 ２，７２８ 258 179 143 茨城 19%
元年 ２，７１１ 78 94 100 滋賀 3%
２年 ３，２４１ 72 57 58 三重 2%
３年 ３，８３４ 86 87 85 静岡 1%

５ ヵ 年 平 均 ３，１４７ 115 100 95

４ 年 見 通 し ３，７００ 70 70 70

２９年 ３６２ 416 495 529 愛知 52%
３０年 １９６ 1,047 849 887 茨城 21%
元年 ２６３ 504 550 544 群馬 9%
２年 ３１０ 618 526 486 岐阜 7%
３年 ２５６ 732 680 596 徳島 4%

５ ヵ 年 平 均 ２７８ 625 597 585

４ 年 見 通 し ２６０ 650 600 550

 前年及び本年の

 前年及び本年の

１７８
９２
６０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き７０

　愛知を中心に茨城などから入荷する。各
産地ともに生育は順調で平年並みの入荷を
見込む。愛知は生育良好で順調な入荷見込
み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、兵庫、愛知を中心に入荷する。各
産地とも生育順調で、安定した入荷となる
見通し。漬物・加工業務はまだまだ厳しい
状況が続く見通しで、量販店中心の販売と
なる見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
値だった前年をかなり上回る見込み。

８５

１００

は

く

さ

い

１０１
１７０

４９
６４
５２

８５

　愛知を中心に茨城などから入荷する。愛
知の露地物は冷え込みの影響で前年より微
減、茨城は他品目からの作柄変更により前
年より微増となる予想。
　入荷量は前年並、価格は前年をかなり下
回る見込み。

ほ

う

れ

ん

そ

う

４８６
９０６

 前年及び本年の

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

６４９

５９３

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

６０

キ

ャ

ベ

ツ

１００

５３４
５２３

名古屋市中央卸売市場
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12月28日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２９年 １３，８１１ 101 96 86 茨城 89%
３０年 １３，４３１ 146 147 153 群馬 6%
元年 １４，１７８ 41 38 35 埼玉 2%
２年 １３，９９２ 72 57 53 兵庫 2%
３年 １５，００４ 37 37 36 北海道 1%

５ ヵ 年 平 均 １４，０８３ 78 74 71

４ 年 見 通 し １５，０００ 35 40 45

２９年 １４，７９２ 107 102 109 愛知 60%
３０年 １１，８２１ 248 192 171 千葉 18%
元年 １２，８０５ 90 100 106 神奈川 9%
２年 １５，３８２ 83 65 61 茨城 8%
３年 １２，８８７ 103 98 98 静岡 1%

５ ヵ 年 平 均 １３，５３７ 122 108 106

４ 年 見 通 し １３，５００ 70 70 70

２９年 １，６２１ 467 433 479 群馬 37%
３０年 １，１６４ 1,045 718 769 茨城 32%
元年 １，３１９ 589 545 495 埼玉 11%
２年 １，５６４ 689 485 476 千葉 10%
３年 １，４０９ 708 588 563 栃木 7%

５ ヵ 年 平 均 １，４１５ 682 543 546

４ 年 見 通 し １，４００ 600 550 500

 前年及び本年の

 前年及び本年の

キ

ャ

ベ

ツ

１０６
１９８
１００
６８
９９

１１１

７０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

品
目
名

４０

は

く

さ

い

９３
１４９
３７
６０
３７

７４

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

５５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ほ

う

れ

ん

そ

う

５３５
５２７

４５８
８１５

 入荷量・価格の動き

６１０

　茨城を中心に、群馬などからの入荷とな
る。前年は豊作で安値となったが、本年も
主力の茨城は天候に恵まれ、生育順調で肥
大良好。鍋需要で引き合いあるも、潤沢な
出回りにより安値基調が続く見込み。
　入荷量は前年並となり、価格は安値だっ
た前年をかなり上回る見込み。

　愛知を中心に、千葉、神奈川などからの
入荷となる。主要産地はいずれも天候に恵
まれて生育順調で前進傾向。十分な量が植
わっており、多少冷え込んでも安定した入
荷が続き、安値基調が続くか。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

　群馬、茨城など関東産地からの入荷が中
心となる。茨城等で転作により作付増加。
産地により前進傾向も、冷え込みで生育は
停滞気味。群馬では病害の発生があり出荷
量への影響が心配される。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をか
なり下回る見込み。

５７７

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 入荷量・価格の動き

東 京 都中 央 卸 売 市 場
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１２月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２９年 ９９５ 473 439 385 大分 28%
３０年 ８４４ 557 523 460 静岡 21%
元年 ９６９ 466 371 306 愛知 9%
２年 １，０４４ 434 360 295 長野 9%
３年 ８５４ 582 518 410 群馬 9%

５ ヵ 年 平 均 ９４１ 498 437 367

４ 年 見 通 し ９５０ 450 350 340

２９年 １，５７６ 203 217 267 兵庫 31%
３０年 １，１３６ 646 393 339 静岡 21%
元年 １，４６５ 251 250 235 愛知 20%
２年 １，６３６ 232 211 225 熊本 12%
３年 １，３６９ 243 229 262 長崎 8%

５ ヵ 年 平 均 １，４３６ 297 252 261

４ 年 見 通 し １，４００ 200 250 300

２９年 １，１８９ 369 367 368 愛知 57%
３０年 １，１９８ 414 426 432 宮崎 20%
元年 １，３１２ 166 233 276 高知 13%
２年 １，１８４ 529 444 592 鹿児島 11%
３年 １，２３５ 344 353 381

５ ヵ 年 平 均 １，２２３ 360 362 407

４ 年 見 通 し １，２００ 350 350 400

３６２
３４８
４９０

４２０

品
目
名

 前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、大分、群馬、愛知などから入荷す
る。大分と静岡が中心の白ねぎは、太りが
戻り、増加傾向。愛知の越津ねぎは順調な
入荷が続くと予想される。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見通し。

レ

タ

ス

２２８
４４６
２４４
２２０
２４７

２６８  前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　兵庫、静岡、愛知などから入荷する。厳
寒期で小玉傾向であるが、上旬までは大き
な入荷の谷はない見込み。全国的な栽培面
積は前年に比べ５％程度減少している。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年並となる見込み。

 前年及び本年の

３６５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に宮崎、高知、鹿児島から入
荷する。気温の低下により太物は少なくな
る見込み。上中旬は順調な入荷見込み、下
旬は節分需要があり、若干価格が上がる見
込み。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年並となる見込み。

３７６
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実績
と見通し
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３６０
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12月28日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２９年 ５，５５９ 454 358 313 千葉 27%
３０年 ４，９４０ 498 389 409 茨城 22%
元年 ５，５７８ 386 317 274 埼玉 19%
２年 ５，８３１ 368 242 215 群馬 10%
３年 ４，９３５ 538 442 425 栃木 9%

５ ヵ 年 平 均 ５，３６９ 445 345 322

４ 年 見 通 し ５，４００ 390 350 280

２９年 ７，８８９ 197 208 253 静岡 36%
３０年 ５，１４４ 681 400 330 長崎 14%
元年 ６，９４５ 247 245 230 兵庫 12%
２年 ７，４０９ 218 199 210 香川 10%
３年 ５，９９６ 229 216 250 熊本 6%

５ ヵ 年 平 均 ６，６７７ 292 245 250

４ 年 見 通 し ６，５００ 240 230 235

２９年 ４，９１１ 393 400 389 宮崎 44%
３０年 ４，７２０ 432 478 475 高知 18%
元年 ４，５５３ 518 439 425 千葉 15%
２年 ４，０６２ 647 504 674 群馬 7%
３年 ４，７１１ 364 394 406 茨城 6%

５ ヵ 年 平 均 ４，５９１ 465 441 468

４ 年 見 通 し ４，６００ 400 380 420

品
目
名

　千葉、茨城、埼玉など関東産地からの入
荷が中心となる。各産地とも生育順調で肥
大も良好。主力の千葉は２L比率が高まる。
年末の寒波等の寒さによる葉枯れが心配さ
れる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

 前年及び本年の

３４０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

２３３

２５９

４５０

２３５  入荷量・価格の動き

ね

ぎ

３１８
３０４
４６２

３７１

レ

タ

ス

２１９

２４０

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

３６５
４２４

 前年及び本年の

４００

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

２０９

き

ゅ

う

り

３９３
４６２
４５８
６０７
３８９

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、長崎、兵庫などからの入荷が中心
となる。各産地とも気温高により生育は前
進傾向であったが、12月の冷え込みにより
生育は鈍化。作柄は良好で安定した入荷を
見込むが、寒波が来ると端境ができるか。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年並となる見込み。

　宮崎、高知、千葉からの入荷が中心とな
る。各産地とも生育順調。冷え込みのため
生育は緩慢になっているものの、着果は安
定しており不足感のない出回りが見込まれ
る。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
安値だった前年をわずかに上回る見込み。

４５７
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１２月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２９年 ３７７ 366 388 426 熊本 54%
３０年 ３９０ 452 441 444 愛知 41%
元年 ４００ 375 384 422 高知 4%
２年 ４１５ 388 390 451
３年 ３６７ 356 385 442

５ ヵ 年 平 均 ３９０ 388 398 437

４ 年 見 通 し ３９０ 360 390 400

２９年 ９７６ 406 377 376 熊本 56%
３０年 １，１８６ 423 347 297 愛知 19%
元年 １，１０４ 237 258 282 岐阜 12%
２年 １，０６５ 252 283 320 三重 11%
３年 １，２６７ 261 254 220 大分 1%

５ ヵ 年 平 均 １，１２０ 314 301 295

４ 年 見 通 し １，１１０ 250 250 300

２９年 ３９０ 823 753 787 熊本 69%
３０年 ３８９ 730 767 787 愛知 23%
元年 ５００ 509 569 659 和歌山 5%
２年 ４６３ 464 581 694 宮崎 3%
３年 ５３９ 449 551 548

５ ヵ 年 平 均 ４５６ 577 632 684

４ 年 見 通 し ４９０ 500 570 600

な

す

３９４
４４４
３９４
４０７
３９６

４０７  前年及び本年の

３９４  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知を中心に入荷する。各産地と
もに生育順調で、安定した入荷となる見込
み。上旬は数量が多くなるが中旬以降は落
ち着き、下旬は価格が上がってくる見込
み。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年並となる見込み。

ト

マ

ト

３８４
３５２
２５８
２８５
２４２

３０１  前年及び本年の

２６６  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知、三重、岐阜が中心となる。
熊本は病害虫の発生や生育不良により中下
旬以降の入荷は少ない予想。その他産地は
平年並みの入荷となる見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
値だった前年をかなり上回る見込み。

ミ

ニ

ト

マ

ト

７７９
７５６
５７６
５７３
５１３

６２６  前年及び本年の

５６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知を中心に入荷する。年末年始
の滞留在庫により上旬は潤沢な入荷となる
が、中旬以降は徐々に落ち着き、価格は上
がっていく見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
値だった前年をかなり上回る見込み。

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）品
目
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12月28日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２９年 ２，０３０ 413 446 463 高知 65%
３０年 ２，１３０ 431 475 476 福岡 15%
元年 １，９７４ 405 441 512 熊本 12%
２年 ２，０３２ 413 447 539 佐賀 3%
３年 １，９６６ 409 470 499 栃木 2%

５ ヵ 年 平 均 ２，０２６ 414 456 498

４ 年 見 通 し ２，０００ 420 465 480

２９年 ５，２２３ 414 413 421 熊本 48%
３０年 ５，６９２ 465 391 337 栃木 16%
元年 ５，７６７ 294 308 337 愛知 13%
２年 ５，２４３ 312 327 373 静岡 5%
３年 ５，９３７ 314 310 277 千葉 3%

５ ヵ 年 平 均 ５，５７２ 359 349 347

４ 年 見 通 し ５，５００ 430 410 390

２９年 １，５７１ 804 716 744 熊本 45%
３０年 １，６１５ 706 724 746 愛知 18%
元年 １，８８５ 481 538 652 千葉 11%
２年 １，７７６ 473 566 681 宮崎 9%
３年 １，９７９ 466 529 521 静岡 6%

５ ヵ 年 平 均 １，７６５ 575 607 662

４ 年 見 通 し １，８００ 590 600 640

　熊本、愛知、千葉などからの入荷とな
る。主力の熊本を始め各産地とも生育は順
調。着果も良好で入荷量に不足はない見込
み。重油高のため加温を控えると出回りは
少なくなると懸念される。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
値だった前年を大幅に上回る見込み。

　熊本、栃木、愛知からの入荷が中心とな
る。各産地とも生育は概ね順調で着果は良
好。熊本で見られていた障害果は減少傾
向。一部産地での病害発生のほか、冷え込
みと重油高による加温控えが懸念材料。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
値だった前年を大幅に上回る見込み。

な

す

４４１
４６０
４５３
４６３
４５９

４５５

　高知、福岡、熊本などからの入荷が中心
となる。各産地とも生育は順調。成り疲れ
から回復し、着果は安定していることから
順調な入荷を見込む。冷え込みが大きいと
重油高騰による加温控えのため、入荷量が
減り価格は上向くか。
　入荷量、価格とも前年並となる見込み。

２９９

 前年及び本年の

４５５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

４１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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６１３

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名
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１２月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２９年 ４９３ 405 520 581 鹿児島 57%
３０年 ４０８ 598 687 731 宮崎 34%
元年 ３４９ 569 667 694 高知 10%
２年 ３６１ 567 607 794 0 0%
３年 ４１１ 442 584 643

５ ヵ 年 平 均 ４０４ 509 608 681

４ 年 見 通 し ４００ 550 600 650

２９年 ２，３８８ 192 198 210 北海道 59%
３０年 ２，６１４ 102 122 133 長崎 26%
元年 ２，５５３ 116 119 121 鹿児島 16%
２年 ２，８６４ 88 84 74 0 0%
３年 ２，６０５ 158 207 227

５ ヵ 年 平 均 ２，６０５ 129 144 151

４ 年 見 通 し ２，３００ 200 200 200

２９年 ６，４０７ 78 81 80 北海道 93%
３０年 ５，１４６ 101 95 96 静岡 7%
元年 ４，９９２ 138 115 126
２年 ４，４６９ 80 84 83
３年 ５，８１７ 82 88 86

５ ヵ 年 平 均 ５，３６６ 95 92 93

４ 年 見 通 し ４，５００ 160 160 160

ピ

ー

マ

ン

４９９
６８９
６５４
６３７
５５３

６００  前年及び本年の

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　鹿児島、宮崎、高知から入荷する。上旬
までは安定した入荷となるが、中旬以降は
成り疲れから入荷量が減少し、高値になる
見込み。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をかなり上回る見込み。

ば

れ

い

し

ょ

２０２
１２３
１２０

８１
２０５

１４４  前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に長崎、鹿児島から入荷す
る。北海道の貯蔵物は引き続き計画出荷だ
が、在庫は少ない。鹿児島と長崎は干ばつ
の影響により小玉傾向で、入荷量は少ない
見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は高
値だった前年をわずかに下回る見込み。

た

ま

ね

ぎ

８０
９６

１２２
８２
８５

９２  前年及び本年の

１６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道主体で静岡からも一部入荷する。
北海道は小玉傾向でＭ中心の入荷を見込
む。静岡、愛知の新たまねぎの入荷は１月
より開始見込み。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場
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12月28日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２９年 １，５３９ 474 549 608 宮崎 54%
３０年 １，３８０ 657 751 766 高知 20%
元年 １，３１５ 633 730 754 鹿児島 14%
２年 １，３４８ 617 655 835 茨城 11%
３年 １，６０３ 493 610 686

５ ヵ 年 平 均 １，４３７ 569 654 725

４ 年 見 通 し １，５００ 480 640 740

２９年 ７，２６８ 192 192 207 北海道 66%
３０年 ７，３９０ 117 123 125 長崎 19%
元年 ７，６２６ 124 118 115 鹿児島 14%
２年 ８，３０７ 89 87 85
３年 ６，９３２ 166 199 217

５ ヵ 年 平 均 ７，５０５ 136 141 147

４ 年 見 通 し ６，５００ 220 220 220

２９年 １０，３４２ 93 96 99 北海道 87%
３０年 ９，５２０ 101 103 115 静岡 11%
元年 ８，１７９ 132 140 153 中国 1%
２年 ８，１２６ 93 96 94
３年 ９，４７４ 91 96 94

５ ヵ 年 平 均 ９，１２８ 101 105 110

４ 年 見 通 し ７，０００ 180 185 190

　宮崎を中心に、高知、鹿児島などからの
入荷となる。各産地とも生育順調。成り疲
れは一段落し、着果数や果実肥大は良好。
安定した入荷を見込むも、重油高での加温
控えにより減量となるか。
　入荷量は多かった前年をかなり下回り、
価格は前年をわずかに上回る見込み。

ピ

ー

マ

ン

５４９
７２８
７１４
７０３
６０４

６５５  前年及び本年の

６２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道と九州からの入荷となる。貯蔵か
ら入荷の北海道は夏場の干ばつのため不作
で、引き続き数量は少ない。九州も長雨の
ため定植が遅れ、その後も高温、干ばつで
生育遅れと肥大不足の様相も回復に期待。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は高
値だった前年をかなり上回る見込み。

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

ば

れ

い

し

ょ

１９８
１２３
１１８
８７

１９９

１４３

２２０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

た

ま

ね

ぎ

９７
１０７
１４４
９５
９４

１０７  前年及び本年の

１８５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に静岡などからの入荷とな
る。北海道は夏場の干ばつにより不作で、
貯蔵量が少なく、入荷量は少なくなる。静
岡は順調な生育で前進傾向。総じて出回り
は少なめで高値が続く見込み。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は安
値だった前年を大幅に上回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し
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１２月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２９年 ８，１１５ 425 338 366 静岡 24%
３０年 ６，９９９ 482 427 400 青森 20%
元年 ７，９８８ 402 367 385 愛知 13%
２年 ７，３４４ 462 339 382 フィリピン 12%
３年 ８，２０４ 426 366 374 熊本 6%

５ ヵ 年 平 均 ７，７３０ － － －

４ 年 見 通 し ６，０００ － － －

２９年 ３，０５７ 264 215 259 静岡 65%
３０年 １，８３３ 425 425 360 愛知 20%
元年 ２，６８１ 282 281 296 和歌山 10%
２年 ２，３４５ 324 301 272 三重 4%
３年 ２，９５４ 258 230 241 徳島 1%

５ ヵ 年 平 均 ２，５７４ 300 278 279

４ 年 見 通 し ２，３００ 320 300 280

２９年 ５６６ 1,469 1,424 1,471 愛知 52%
３０年 ５９８ 1,704 1,494 1,421 熊本 30%
元年 ６３５ 1,493 1,430 1,481 鹿児島 6%
２年 ５０８ 1,918 1,670 1,644 三重 3%
３年 ６８７ 1,570 1,431 1,411 宮崎 2%

５ ヵ 年 平 均 ５９９ 1,620 1,483 1,479

４ 年 見 通 し ６２０ 1,500 1,500 1,500

 前年及び本年の

１，５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、熊本を中心に入荷する。愛知は中
旬に向けて数量が減少し、大玉が少ない見
込み。中旬以降は２番果の入荷により増量
する見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をわずかに上回る見込み。

い

ち

ご

１，４６４
１，５４０
１，４４０
１，７３７
１，４６９

１，５２２

 前年及び本年の

２９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡を中心に愛知などからも入荷する。
各産地とも生育が前進傾向である。また、
裏年であるため、全体の数量は平年より２
割程度減少する見通し。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

み

か

ん

２３９
４０１
２８５
２８９
２４１

２８１

 前年及び本年の

４７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  いちご、みかん、りんごなどが主な品目
となる。多くの品目で入荷量が減少し、大
玉が少ない傾向。りんごではさび果、小玉
果の販売が急務となる。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。

果

実

計

３７２
４４０
３９４
４１６
３８２

３９９

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し
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１２月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２９年 ３６，７３６ 493 402 415 静岡 20%
３０年 ３１，１００ 610 481 476 青森 15%
３１年 ３４，６３８ 516 423 446 愛媛 14%
２年 ３３，２５７ 545 430 435 和歌山 8%
３年 ３５，６６２ 516 423 432 熊本 7%

５ ヵ 年 平 均 ３４，２７９ － － －

４ 年 見 通 し ３４，５００ － － －

２９年 １５，３７９ 268 260 270 静岡 46%
３０年 １０，９４０ 379 382 369 和歌山 14%
３１年 １３，５２４ 286 292 318 愛媛 13%
２年 １３，９９１ 279 277 274 熊本 10%
３年 １４，５７５ 248 249 258 長崎 8%

５ ヵ 年 平 均 １３，６８２ 287 287 294

４ 年 見 通 し １４，０００ 265 265 280

２９年 ３，７７９ 1,459 1,448 1,466 栃木 50%
３０年 ３，７８０ 1,702 1,517 1,436 福岡 14%
３１年 ３，８３９ 1,499 1,420 1,490 茨城 11%
２年 ３，０００ 1,975 1,739 1,692 静岡 8%
３年 ４，３９０ 1,531 1,431 1,460 長崎 5%

５ ヵ 年 平 均 ３，７５８ 1,615 1,499 1,500

４ 年 見 通 し ４，０００ 1,500 1,550 1,600

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果

実

計

４２７
５０７
４５３
４５７
４４８

４５９  前年及び本年の

４６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  みかんを中心にいちご、りんごなどが入
荷する。前月に続きりんごは春先の霜害で
各産地入荷量少ない見込み。その他の品目
も前年ほど多い入荷量とはならないことか
ら、単価は堅調となる見込み。
  入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をわずかに上回る見込み。

み

か

ん

２６６
３７７
３０１
２７６
２５２

２９０  前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡を中心に和歌山、愛媛などから入荷
する。年内の天候が良かったことから各産
地生育は順調で、食味も良好。荷動きも悪
くなく、前年のような安値にはならない見
込み。
　入荷量は多かった前年をやや下回り、価
格は前年をかなり上回る見込み。

い

ち

ご

１，４５８
１，５４９
１，４７３
１，７９９
１，４７４

１，５３８  前年及び本年の

１，５５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　栃木を中心に福岡、茨城などから入荷す
る。栃木は前進出荷と12月の低温で年末の
入荷量少なかったが、１月は２番果が順調
に入荷する見込み。福岡は１番果の入荷が
遅れていたが、年末から増加傾向。
　入荷量は多かった前年をかなり下回り、
価格は前年をやや上回る見込み。
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切　花　・　鉢　花　の　１　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　１２月２９日現在）

２９年 １，６２９ ５３
実 ３０年 １，５７６ ５３

元年 １，６６６ ５４
績 ２年 １，４８５ ５３

３年 １，２２２ ３３

１，５１６ ５０

１，３００ ５０

概

要

２９年 ９２７ ２１
実 ３０年 ６１４ ３５

元年 ６８４ ４０
績 ２年 ８１３ ３０

３年 ５４２ ３２

７１６ ３１

６００ ３２

概

要

２９年 ８０２ ４０
実 ３０年 ７４６ ４５

元年 ８６４ ４６
績 ２年 ８７４ ４１

３年 ７３５ ３５

８０４ ４２

８００ ４０

概

要

２９年 １７１ ６５
実 ３０年 １７４ ７０

元年 １６７ ５７
績 ２年 １４８ ８２

３年 １１８ ７６

１５６ ６９

１２５ ７０

概

要

小

ぎ

く

品
目

輪

ぎ

く 　愛知を中心に入荷する。入荷量は中旬ごろから安定しそうだが、平年よりも少ない入荷
が予想される。相場展開は業務の需要状況で動くと思われる。

　　　　　区分
実績等

５ヵ年平均

４年見通し

５ヵ年平均

４年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か

す

み

そ

う

　愛知を中心に入荷する。輸入は不安定要素もあるが前年並に推移し、全体の入荷量も例
年並の予想。

５ヵ年平均

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　沖縄を中心に入荷する。上旬は入荷量少なめで、中旬以降に安定してくる見込み。平年
よりも入荷量は少ないと思われる。

５ヵ年平均

４年見通し

４年見通し

　高知、和歌山、熊本からの入荷となる。平年に比べて寒くなる予報であるため、少なめ
の入荷となる見込み。

単位：千本、円／本
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２９年 ２３３ ２１７
実 ３０年 ２０９ ３２６

元年 ２３５ １８０
績 ２年 １２２ ２８２

３年 １６９ １７９

１９４ ２３３

１７０ ２００

概

要

２９年 ４６１ ７１
実 ３０年 ３９４ ８４

元年 ４４９ ７２
績 ２年 ４６９ ８１

３年 ２７４ ７８

４０９ ７７

２７０ ８０

概

要

２９年 ５６７ ７４
実 ３０年 ６２０ ６５

元年 ５２４ ７６
績 ２年 ５２０ ８３

３年 ４１０ ７８

５２８ ７５

５００ ８０

概

要

２９年 １，２５２ ４６
実 ３０年 １，２２６ ４８

元年 １，１８７ ４８
績 ２年 １，１７０ ５１

３年 ８１２ ５１

１，１２９ ４９

９００ ５０

概

要

枝

も

の

５ヵ年平均

洋

ら

ん

４年見通し

　オリエンタルは高知、宮崎、埼玉、愛知から、鉄砲は高知、鹿児島から、ＬＡは埼玉、
高知から入荷する。オリエンタルは年末用がずれ込んでいる品種もあり、年明けの入荷は
多そうであるが、その後は落ち着いた入荷になりそう。

ば

ら

５ヵ年平均

４年見通し

　愛知、岐阜、三重、和歌山を中心に入荷する。例年に比べ成人式の注文の入りがよく、
コロナウイルスの影響がある中、イベントが戻りつつあり、よい傾向となっている。

ゆ

り

５ヵ年平均

４年見通し

　年明けから、桜、こでまり、レンギョウ、山州、雪柳など促成花木の入荷が始まる。厳
冬の中、燃油の高騰で温度での管理が気がかり。露地物のガマズミ、銀香梅、青文字など
は安定入荷が見込まれる。

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

４年見通し

　高知、徳島、愛知、静岡等の国内物や輸入物が入荷する。胡蝶蘭、カトレア、デンファ
レ、オンシジウムは昨年並だが、シンビジウムは６～７割減の見込み。

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　１２月２２日現在）

２９年 １３，３５１ ２２０

実 ３０年 １２，４７５ １９１

元年 １２，９２１ １７２

績 ２年 ９，５５３ ２０８

３年 ９，４８８ １７６

１１，５５８ １９４

９，０００ １７８

概

要

２９年 ４８６，３１５ ９３

実 ３０年 ４３４，８００ ８０

元年 ３９０，４００ ９５

績 ２年 ４３７，７０５ ８８

３年 ２９０，７５３ １０４

４０７，９９５ ９１

２９０，０００ １０３

概

要

２９年 ４０，８９７ ２１３

実 ３０年 ３１，７００ ２２４

元年 ３６，５８８ ２０７

績 ２年 ３４，８４５ ２０９

３年 ３６，８００ ２０８

３６，１６６ ２１２

３６，５００ ２１０

概

要

プ

リ

ム

ラ

品
目

エ

リ

カ

　入荷量は前年より減少か。作付けの減少が要因と思われる。今年は暦の関係で2021年止
市から2022年初市までの仕入空白期間が長いため、年初の１週間はお客様の買い気が強い
ことが予想され、好市況が期待できる。それ以降は軟調な相場となる見込み。
　前年１月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位長野（35.7％）、２位山梨
（31.3％）、３位静岡（15.8％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヵ年平均

４年見通し

５ヵ年平均

４年見通し

チ

ュ

ー

リ

ッ

プ

　入荷量は前年並か。関東は４～５号、愛知は４号サイズが中心で、その他のサイズは
年々減少。価格面では前年と大きく変わらない見込みだが、年々注文が減少しているた
め、競売次第で変動する。
　前年１月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（27.7％）、２位愛知
（27.1％）、３位茨城（14.0％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は前年より減少か。ジュリアン・ポリアンともに生産量の調整及び昨夏の天候不
順の影響が出ている。１月中旬以降は前年並の入荷量と思われるが、上旬は例年より少な
めの入荷になる見込み。
　前年１月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（38.5％）、２位埼玉
（16.0％）、３位茨城（8.3％）となっている。

５ヵ年平均

４年見通し

単位：鉢、円／鉢
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２９年 ５３，７０９ ２４２

実 ３０年 ４２，７４５ ２４９

元年 ４４，４２０ ２７９

績 ２年 ３８，４７０ ２８０

３年 ３４，９６７ ２８６

４２，８６２ ２６５

３５，５００ ２８２

概

要

２９年 ４１，４６４ １９１

実 ３０年 ３５，９４１ １７９

元年 ３３，４２６ １９９

績 ２年 ３７，４２３ １９８

３年 ３０，７５９ ２１７

３５，８０３ １９６

３０，０００ ２１７

概

要

２９年 １９，６５１ ６７９

実 ３０年 ２０，２６７ ５８４

元年 １９，０４２ ６５１

績 ２年 １４，７１３ ６６５

３年 １３，０８５ ６１７

１７，３５２ ６３９

１３，０００ ６１５

概

要

デ

ン

ド

ロ

ビ

ウ

ム

５ヵ年平均

マ

ー

ガ

レ

ッ

ト

サ

イ

ネ

リ

ア

５ヵ年平均

４年見通し

　入荷量は前年並か。作付けの多い５～６号に関しては苦戦する見込み。５号未満は使い
やすさ、大鉢などは作付け数も少ないことからある程度の引き合いはある。
　前年１月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（48.6％）、２位岡山
（19.2％）、３位高知（12.6％）となっている。

４年見通し

　入荷量は前年並か。前半強めに推移したが、花固め出荷が予想される。４号サイズを中
心に引き合いが強いとの見込み。
　前年１月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（25.6％）、２位岐阜
（23.8％）、３位静岡（22.4％）となっている。

４年見通し

　入荷量は前値よりわずかに増加か。10月の高温の影響か、年内入荷分の開花遅れが顕著
で年明けからの入荷となる。例年通り６号は埼玉･愛知･三重･東北産地、４号は愛知･三重
を中心に入荷する。価格面においては年々厳しくなっており、さらに成人式需要も減少傾
向にあるため、前年を下回ると予想される。
　前年１月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（35.7％）、２位香川
（16.6％）、３位栃木（9.3％）となっている。

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

単位：鉢、円／鉢
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農業水産局農政部食育消費流通課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

いいともあいち運動って知ってる？？ 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


